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（ 年 月末現在）
人 口 人
男 人
女 人
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ヘルシー愛ランド（健康）
お知らせのページ
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毎年、大崎上島町では食生活改善推進
員協議会の協力のもと、夏休みに子ども
料理教室を開催しています。今年も多く
の子ども達が集まりました。
子ども達は、 食事はおいしく！楽し

く！バランスよく！ をテーマに新しい
発見をしながら料理作りを楽しんでいま
した。（関連記事 ページ）

櫂
伝
馬
体
験
学
習

月

日

・

日

の

日
間
、
沖
浦

漁
港
で
は
今
年
も
中
学
生
の
た
め
の
櫂
伝
馬

体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
か
で
も
大
崎
地
区
の
子
ど
も
た
ち
は
櫂

伝
馬
に
触
れ
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
じ
て
、

木
江
地
区
や
東
野
地
区
と
同
じ
よ
う
に
ふ
る

さ
と
の
伝
統
行
事
を
学
ぶ
良
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
優
勝

月

日

、び
ん
ご
運
動
公
園
メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ
で
、南
部
地
区
中
学
校
夏
季
総
合
体
育

大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

豊
田
竹
原
・
三
原
・
尾
道
・
世
羅
か
ら
勝

ち
抜
い
た
全

校
が
集
ま
り
、
大
崎
上
島
中

学
校
女
子
バ
レ
ー
部
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
成

果
を
発
揮
、
優
勝
し
ま
し
た
。

次
は

月

日

日

に
行
わ
れ
る
、広

島
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

心一つに頑張ります。

演
芸
発
表
会

月 日（日）、ホール 神峰 では、文化協会演芸発表会が
行われ、町内の文化・芸能に励んでいる皆さんが、日ごろの練
習成果を披露、会場を沸かせていました。



海
と
山
の
体
験
交
流

月

日

・

日

、
大
朝
小
学
校
と

新
庄
小
学
校

年
生
が
、
大
崎
小
学
校
と
東

野
小
学
校

年
生
と
の
交
流
に
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
旧
東
野
町
と
旧
大
朝
町

が
姉
妹
町
だ
っ
た
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
、
冬

に
は
、
雪
を
知
ら
な
い
島
の
子
ど
も
た
ち
が

山
に
、
海
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
が
島
に
、

お
互
い
の
生
活
文
化
を
体
験
す
る
事
で
、
広

い
視
野
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
始
め
ら
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
半
年
ぶ
り
に
会
う
友
達
と
の
再

会
に
児
童
も
大
は
し
ゃ
ぎ
、
一
日
中
賑
や
か

な
声
が
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ろ
そ
ろ
こ
の
交
流
会
も
、
親
子
二
世
代

目
の
参
加
に
な
り
そ
う
で
す
。

櫂
伝
馬
で
交
流
会

月

日

・

日

、
高
野
小
学
校

年
生

年
生
の
児
童
が
木
江
小
学
校
の
児
童

と
の
交
流
会
に
訪
れ
ま
し
た
。

櫂
伝
馬
で
お
も
て
な
し
、
舟
に
な
れ
て
な

い
子
ど
も
た
ち
は
息
を
揃
え
て
漕
ぐ
事
が
出

来
ず
に
、

悪
戦
苦
闘

し
て
い
ま

し
た
。

翌
日
は

野
賀
の
海

水
浴
場
で

の
海
水
浴

と
釣
り
で
、

海
を
満
喫

し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

泳いだ後には、仲良くスイカを食べ、男の子たち
は、種の飛ばしっこをしていました。

街
角
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

月

日

、
大
崎
上
島
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー
に
て
、
ひ
ろ
し
ま
夏
の
芸
術
祭

街
角

コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

広
島
交
響
楽
団
の
金
管
五
重
奏
の
ほ
か
、

大
崎
上
島
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
が
あ
り
ま

し
た
。

演
奏
曲
は
、
聖
者
の
行
進

や
、
い
つ

も
何
度
で
も
（
千
と
千
尋
の
神
隠
し
）
、
な

ど
。
聞
き
慣
れ
た
曲
を
素
晴
ら
し
い
音
色
で

聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
東
日
本

大
震
災
の
応
援
歌
に
も
な
っ
て
い
る

見
上

げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を

を
金
管
五
重
奏
の

演
奏
で
来
場
者
全
員
が
歌
い
ま
し
た
。

ま
た
、
演
奏
会
の
後
に
は
レ
ッ
ス
ン
も
行

わ
れ
、
ま
た
と
な
い
機
会
に
、
受
講
者
は
緊

張
し
た
面
持
ち
で
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

自
分
を
信
じ
て

三
冠
達
成

月

日

・

日

、
駒
沢
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
公
園
総
合
運
動
場
体
育
館（
東
京
都
）

で
開
催
さ
れ
た
、
第

回
全
国
高
等
専
門
学

校
体
育
大
会
卓
球
競
技
に
て
、
広
島
商
船
高

等
専
門
学
校
卓
球
部
の
男
子
が
、
団
体
戦
優

勝
・
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
・
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
・

準
優
勝
と
、
完
全
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

自
分
を
信
じ
て

は
、
団
体
・
ダ
ブ
ル

ス
・
シ
ン
グ
ル
ス
と
、

冠
達
成
の
松
浦
虎

三
郎
君
（
前
列
中
央
）
の
言
葉
、
キ
ャ
プ
テ

ン
を
務
め
る
有
津
和
秀
君
（
前
列
左
）
と
は

ダ
ブ
ル
ス
も
組
む
仲
で
、
こ
の

人
が
戦
っ

た
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝
は
、
手
の
内
を
知
り
尽

く
し
た
対
戦
で
あ
り
、
ま
さ
に
息
を
呑
む
戦

い
で
し
た
。

ま
た
、
女
子
も
ダ
ブ
ル
ス

位
と
健
闘
し

ま
し
た
。





こんにちはみなさん！

これは私がこの島に来てはじめて書く記事です。今の
ところ日本と大崎上島での生活にとても満足しています。
月 日に日本に到着し、それから 日間ほど東京で
プログラム参加者の講習に参加しました。続く水曜

日にようやく大崎上島に着き、職場の同僚や隣人、生徒
など多くの人にあいさつを始めました。

私はここに来る前、様々なところを旅行をし、既に様々
なことを経験しました。ラッキーなことにこの島にきて
最初に櫂伝馬を見ることができ、木江の祭りでは花火を
見て驚いたりもしました。島に来てからの印象的な経験
としては、スクーターに乗る練習をするために福山に
行ったり、広島県運転免許センターに行って一発で原付
の免許を取得できたこと（イェイ！）、さらには 月
日には広島市に行き平和記念式典や夜の灯篭流しを体験
したといったものがあります。

すでに大崎上島では多くのフレンドリーな人たちに出
会いましたが、これからはスクーターに乗ってこの島を
端から端まで探索し、もっと多くの景色を見、多くの人々
と出会いたいと思っています。島のみなさん、私に親切
に接してくれてありがとう！皆さんが私をこんな歓迎し
てくれたおかげで、大崎上島を新しい故郷と呼べること
を光栄に思います。

パトリック

初めての大崎上島初めての大崎上島

大崎上島で初めて見る櫂伝馬と花火は驚きでした。



HIGH SCHOOL REPORT

月 日 日 にかけて、本校が主管（協力 呉
高専、津山高専）で第 回中国地区高専体育大会を開催
しました。好天の中、中国地区 高専から約 名が
参加し、 競技で熱戦を繰り広げました。
本校で全国高専体育大会（関東甲信地区で開催）に出
場する競技及び結果は以下のとおりです。
（卓球） 男子団体 優勝 男子シングルス 優勝 松
浦 虎三郎 位 有津和秀 男子ダブルス 優勝 有
津・松浦ペア 位 戸田・増井ペア 女子シングルス
位 中西美絵 女子ダ

ブルス 優勝 大政・中西
ペア（陸上競技） やり投
位 中野辰哉 女子
位 澤岡怜奈（ソフ

トテニス） 女子ダブルス
位 峰松・中岡ペア

情情
報報
ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル

開館時間

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

夏草のフーガ ほしおさなえ

畦と銃 真藤
しんどう

順丈
じゅんじょう

パパは今日、運動会 山本 幸久

刑事のまなざし 薬丸 岳

ゴランノスポン 町田 康

虹色と幸運 柴崎 友香

我が家の問題 奥田 英朗

みなも 石田 千

休休

本校では、生徒の進路実現をより確かなものにするた
め、毎年夏休みを前期・後期に分けて補習を行っていま
す。特に昨年度より、大崎上島町、同窓会からの補助で、
大手予備校の講義をパソコンにより繰り返し学習できる
大学受験生向け講座のサテライト講座も受講できるよう
になりました。多くの生徒が補習に主体的に参加し、学
力の向上に努めました。

また、 月 日 日 の 日間、 年生 名の生
徒が、国立江田島青少年交流の家で行われた合同学習合
宿に参加しました。本校は、県の学力向上支援事業 ス
テップアップハイスクール の指定を受けており、その
事業の一環として行わ
れたものです。県内
校の生徒が学校の枠組
みを超えて、互いに切
磋琢磨しながら学習に
励みました。

一人一人の進路実現をめざして

つくしの会
絵本のよみかたり

絵本
ぼく、お月さまと

はなしたよ

月 日 、本年度第 回目のオープンスクールを開
催しました。平日に行ったにも関わらず、中学生と同伴
者 名で賑わいました。
校長の挨拶では、 本校の位置する大崎上島へのアク

セスは不便であるが、本校での 年間を通じて、寮生活
を含めた人づくりが大切であると考え、 ていねいな教
育・手厚い学生指導・きめ細かな就職支援 を校是とし
て実施する。 と紹介、オープンスクールの内容は、校
内見学、広島丸の見学、希望者の寮見学で、猛暑の中行
われた見学は参加者には大変でしたが、アンケートでは
この学校に是非入学したい という回答も頂きました。

オープンスクールを開催

月 日 、 年生 名全員が、学問や職業への関心
を高め、将来への夢を膨らませることを目的に、広島大
学オープンキャンパスに参加しました。生徒は、各学部
で行われた模擬授業や施設・究室の見学に参加するなど、
希望する進路の実現に向けて意識を高めました。

広島大学オープンスクール

中国地区高等専門学校体育大会を開催



今月は東野小学校今月は東野小学校

平
成

年
度
【
第

回
】

月

日

議
題

日
程
第

報
告

教
育
長
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つ

い
て

日
程
第

報
告

大
雨
・
洪
水
等
警
報
発
令
時

の
対
応
に
つ
い
て

日
程
第

議
案
第

号

文
化
財
保
護
委
員
会
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て

新
た
に

名
が
委
嘱
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
計

名
）

大
内

信
二
、
古
本

勝
廣

そ
の
他

懸
案
事
項
に
つ
い
て

《授業や行事では…》
【東野っ子学習】 やさしく
地域の方にゲストティーチャーとして来てい
ただいたり、また地域を訪問し教えていただい
たりしながら東野のまちの様子、農園や工場、
東野の伝統文化等を学習し、地域に誇りを抱く
ことができるような感動体験の充実に向けて取
り組んでいます。今年度のテーマは、 年 季
節の遊び 、 年 まちたんけん 、 年 東野
ひみつ探検 、 年 大崎上島の環境 、 年 東
野伝統文化 、 年 ふるさと東野 です。地
域の皆様にはいつも温かく見守っていただいて
います。

【算数科を中心に】 かしこく
今年度は算数科を中心とした教育研究を行っ
ています。 学び合う授業の創造 を研究主題
に副題を 活用する力を育てる算数科指導法の
工夫 とし、授業研究を中心に改善を図りなが
ら日々教育活動を進めています。学習したこと
を活用して、考えたことを表現する授業づくり
に努めています。
月 日 に教育研究会を行います。児童が

学習に取り組んでいる様子を、ぜひご覧くださ
い。

【食育】 たくましく
健康な体づくりを進めるために、食の大切
さ・生産にかかわる人々への感謝の心・食文化
に関する理解等を学年に応じ学習しています。
東野っ子学習 として自分たちで野菜や果樹

を育てたり、キッズクッキングで自分だけでも
できる料理にチャレンジしたりしています。ま
た大崎上島の海の幸を学習し、給食として食べ
る活動もしています。

東野小学校では、教育目標を 自ら伸びる東野っ子 やさしく かしこく たくましく
とし、子どもたち一人一人の自立に向けて、充実した教育内容の創造に努めています。

野菜づくり

山海島 体験活動

タコたこ集会

海の生き物探検

櫂伝馬練習

年生

食育朝会

年生

住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ

交
付
金
で
新
し
い
本
を

購
入
し
ま
し
た
。（
月
末
現
在
）

大
崎
幼
稚
園

冊

木
江
幼
稚
園

冊

大
崎
小
学
校

冊

東
野
小
学
校

冊

木
江
小
学
校

冊

大
崎
上
島
中
学
校

冊



僕
は
、
祖
父
の
た
め
に
自
助
具
を
作
ろ
う

と
思
っ
た
。
祖
父
は
昨
年
の
夏

、
脳
梗
塞

で
倒
れ
た
。
祖
父
は
一
命
を
取
り
留
め
た
も

の
の
右
手
と
右
足
が
ま
ひ
し
て
し
ま
っ
た
の

だ
。
そ
の
三
週
間
前
、
僕
も
車
椅
子
か
ら
転

倒
し
て
足
を
骨
折
し
た
。

僕
に
は
障
害
が
あ
る
。
車
椅
子
で
生
活
す

る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
僕
の
こ
と
を
障

害
者
だ
と
い
っ
て
差
別
す
る
よ
う
な
友
達
は

一
人
も
い
な
い
。
祖
父
は
、
歩
け
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
。
だ

か
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
り
、
自
分
で
歩
け

る
よ
う
に
な
る
ま
で
回
復
し
た
。
頑
張
っ
て

い
る
祖
父
が
か
っ
こ
い
い
と
僕
は
思
っ
た
。

祖
父
は
、
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
右
手
が
う
ま
く
動
か
せ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
だ
か
ら
、
ご
飯
を
食
べ
る
時
も
服

を
着
替
え
る
時
も
時
間
が
か
か
る
。
普
段
何

気
な
く
や
っ
て
い
た
動
作
が
と
て
も
大
変
だ

と
祖
父
は
言
っ
て
い
た
。
僕
も
何
か
役
に
立

て
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
た
。

僕
の
学
校
に
は
総
合
学
習
と
い
う
授
業
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
僕
は
、
福
祉
と
い
う
カ
テ

ゴ
リ
ー
を
選
ん
だ
。
自
分
で
社
会
に
役
立
て

る
こ
と
を
考
え
、
実
際
に
行
動
す
る
こ
と
が

目
標
だ
っ
た
。
僕
は
、
障
害
者
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
た
。

僕
は
、
二
年
前
に
静
岡
文
化
芸
術
大
学
で

祖
父
へ
の
靴
下

静
岡
県
・
静
岡
大
学
教
育
学
部
附
属

浜
松
中
学
校

三
年

守も
り

田た

幸こ
う

平へ
い

障
害
者
が
い
か
に
日
常
生
活
で
不
自
由
の
な

い
生
活
が
で
き
る
か
を
考
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
あ
る
の
を
新
聞
で
知
っ
た
。
そ
れ
は
、

大
学
生
た
ち
が
個
人
個
人
に
あ
っ
た
自
助
具

を
作
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
。
僕
は
、
障

害
者
の
た
め
に
何
か
で
き
る
の
で
は
と
感
じ

た
。
僕
は
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
へ
行
っ
て
、

僕
に
も
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
と
聞
い
た
。

す
る
と
、
学
生
さ
ん
が
自
助
具
を
作
っ
て
み

な
い
か
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
。
僕
は
、
迷

わ
ず

は
い

と
言
っ
た
。
障
害
者
の
た
め

に
役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
と
、
す

ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

祖
父
の
つ
ら
い
顔
を
見
る
と
、
日
常
生
活

に
数
々
の
大
き
な
壁
が
あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
僕
は
、
祖
父
の
数
々
の
大
き
な
壁

を
突
き
破
ろ
う
と
思
っ
た
。
祖
父
の
た
め
に

自
助
具
を
考
え
、
作
ろ
う
と
僕
は
思
っ
た
。

祖
父
が
靴
下
の
脱
ぎ
履
き
が
大
変
だ
と
言
っ

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
そ
こ
で
、
脱

ぎ
履
き
し
や
す
い
靴
下
は
で
き
な
い
か
考
え

た
。
靴
下
の
両
脇
に
ひ
も
を
取
り
付
け
て
そ

れ
を
引
っ
張
る
と
靴
下
が
縮
み
、
脱
ぎ
履
き

し
や
す
く
な
る
仕
組
み
だ
。
大
学
の
先
生
も

良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
と
言
っ
て
褒
め
て
く
れ

た
。
こ
れ
は
、
障
害
者
だ
け
で
な
く
健
常
者

に
も
使
え
る
と
言
わ
れ
た
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
だ
と
分
か
っ
た
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
は
、
年
齢
や
障
害
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
全
て
の
人
が
使
い
や
す
い
よ
う
に

工
夫
さ
れ
た
用
具
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

境
界
が
な
く
な
る
よ
う
に
健
常
者
が
障
害
者

に
対
す
る
偏
見
を
考
え
、
差
別
意
識
が
な
く

な
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
た
。
障
害
者
と
健

常
者
が
共
に
よ
り
よ
く
生
き
る
こ
と
が
大
切

だ
と
僕
は
思
っ
た
。

自
助
具
の
作
品
展
で
は
、
杖
を
つ
い
て
い

る
お
年
寄
り
、
車
椅
子
に
乗
っ
た
若
い
女
性
、

目
の
見
え
な
い
人
、
福
祉
関
係
者
な
ど
、
沢

山
の
人
々
が
観
に
来
て
い
た
。
皆
、
自
分
の

生
活
を
良
く
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
よ
う

だ
っ
た
。
ま
た
、
障
害
者
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
健
常
者

も
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

二
年
生
の
時
の
総
合
学
習
で
は
、
二
箇
所

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
訪
問
し
た
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
は
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
い

た
。
暗
く
元
気
の
な
い
人
、
明
る
く
振
る
舞

い
誰
と
で
も
話
せ
る
人
な
ど
、
様
々
だ
っ
た
。

し
か
し
、
僕
が
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
優
し
く
お
年
寄
り
に
接
し

て
い
た
介
護
士
だ
っ
た
。
お
年
寄
り
の
中
に

は
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
が
多
い
そ
う
だ
。

そ
の
悩
み
を
解
消
さ
せ
る
人
も
ま
た
介
護
士

だ
っ
た
。
僕
は
、
介
護
士
が
お
年
寄
り
の
体

を
支
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
心
も
そ
っ
と
支

え
て
、
生
き
る
喜
び
を
与
え
て
い
る
の
だ
と

感
じ
た
。

現
代
は
、
三
世
代
で
暮
ら
す
家
族
が
減
り
、

核
家
族
が
増
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
お
年
寄

り
の
世
話
が
大
変
だ
か
ら
と
い
う
理
由
が
多

い
。
だ
か
ら
、
老
人
ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
預
け
る
人
が
増
え
て
い
る
と
僕
に
は
思

え
た
。
お
年
寄
り
の
中
に
は
自
分
が
嫌
わ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
っ
て
し
ま

う
人
も
い
る
そ
う
だ
。
そ
れ
は
、
お
年
寄
り

に
と
っ
て
辛
く
悲
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。
あ

る
介
護
士
が
こ
ん
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
。
人
の
優
し
さ
は
お
金
で
は
買
え
な

い

誰
に
で
も
優
し
い
心
が
あ
る
と
思
う
。

し
か
し
、
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
行
動
に
移

す
こ
と
が
で
き
な
い
人
が
多
い
の
だ
。
僕
た

ち
が
平
和
な
社
会
で
暮
ら
せ
る
の
は
、
今
ま

で
頑
張
っ
て
き
て
く
れ
た
お
年
寄
り
の
お
蔭

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
お
年

寄
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ

と
な
の
だ
。

ま
た
、
障
害
者
に
対
し
て
も
偏
見
の
目
で

見
な
い
で
、
そ
っ
と
近
づ
い
て
手
を
貸
し
て

あ
げ
れ
ば
、
健
常
者
と
の
高
い
大
き
な
壁
を

崩
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

障
害
者
に
も
高
齢
者
に
も
、
ま
た
健
常
者

に
も
、
人
権
は
あ
る
。
お
互
い
の
人
権
を
大

切
に
す
る
こ
と
が
、
明
る
い
未
来
に
繋
が
っ

て
い
く
の
だ
と
思
う
。

早
く
祖
父
に
僕
の
作
っ
た
靴
下
を
届
け
た

い
。

法
務
省
人
権
擁
護
局

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

第

回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
文
集
よ
り

大崎上島大崎ライオンズクラブから、おと
姫バス美浜荘停留所にベンチ 脚が寄贈さ
れました。

ベンチ寄贈



耳かきでの事故にご用心！耳かきでの事故にご用心！

交通ルール守っていますか？ 日本一“安全・安心な大崎上島町の実現”

大崎上島町では、昨年に比べ交通事故が増加しています。
交通ルール・交通マナーをきちんと守ることは運転手の義務です。

竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ

【事例 】（当事者 男児 歳）
息子が、立ったまま自分で耳かきのまねごとをしていたようだ。
ふとした拍子に転倒し、使っていた綿棒が耳に刺さって出血した。

【事例 】（当事者 男児 歳）
息子の耳かきをしていたら、綿棒の先が折れ、綿の部分が耳の中に残って取れなく

なった。
【事例 】（当事者 女性 歳）
自宅で耳かきをしていたところ、子どもが急にぶつかってきたため、耳を負傷した。

【アドバイス】
耳かき中の事故が子ども（特に 歳以下の乳幼児）に多く起きています。
事故にあった乳幼児の半数以上が、自分で耳かきをしていました。子どもは大人のまねをしたがるも
のです。子どもの手の届く場所に耳かき棒などを置かないようにしましょう。
個人差はありますが、耳あかは少しずつ耳の入り口に移動してきます。耳かきは、見える範囲のもの
を無理せずに取り、あまり奥までいじらないようにしましょう。
耳かき中に子どもがぶつかってきてけがをする危険性もあります。耳かきをするときは、周囲の状況
に十分注意しましょう。また、耳かきをしている人を押したりしないよう子どもに伝えておくことも
大切です。

竹原市役所 階消費生活相談室 大崎上島町役場 総務課（本庁）

月 金曜日 奇数月の第 金曜日

消
費
生
活
情
報

消
費
生
活
情
報

問 竹原警察署 大崎上島分庁舎問 竹原警察署 大崎上島分庁舎問

消費生活相談窓口消費生活相談窓口

交通事故のない大崎上島町にするため、
交通ルール・マナーを守りましょう。
車・バイクを運転するとき
スピードを出し過ぎていませんか？
車間距離を広げ、スピードを控えた運転をしま
しょう！
対向車線にはみ出していませんか？
島内は狭路が多いため、対向車線にはみ出しがち
ですが、スピードを落としてカーブを曲がれば対向
車線にはみ出しません！
きちんと安全確認をしていますか？
駐車場で安全確認をしないまま後退し、事故にな
るケースが多くあります。しっかりと安全確認をし
ましょう！

自転車を運転するとき
自転車の交通ルールを守っていますか？
自転車も車と同じ車両の仲間です。きちんと交通
ルールを守りましょう！
傘差し運転していませんか？
傘差し運転は、片手運転になりバランスを崩しやすく

なるほか、傘の幅で通行車両 歩行者の妨害になります！
携帯電話を使用しながら運転していませんか？
携帯電話も片手運転になるほか、携帯電話に集中し周
囲に対する注意力が散漫になります。携帯電話を使用す
るときは止まって自転車から降りて使用しましょう！
音楽等を聞くためにイヤホンをつけていませんか？
イヤホンをつけて運転をしていると、周囲の音が聞こ
えにくくなり、周囲の状況が把握できなくなります。イ
ヤホンをつけて自転車に乗らないようにしましょう！



らんどは大崎上島町の委託障害者相談支援事業です。
障がいのある方だけでなく、生活のしづらさを抱えて
いる方、ご家族や地域の方からの相談にも応じています。

らんどでは、自立生活のお手伝いとして、料理教
室を開催しています。

料理教室第 弾は、
炊き込みご飯と魚料
理 です。秋の味覚を
使った炊き込みご飯と、
料理教室では初めての
挑戦となる魚料理です。
料理が苦手な人・
作ったことのない人も
大歓迎です
・障害者手帳のある・なしは問いません。どなたでも、
お気軽に参加してください。
・調理を手伝ってくださるボランティアさんも募集中。
日 時 月 日
場 所 ふれあい工房内 調理室・食堂

大崎上島町大串 （大崎美浜荘隣り）
費 用 会費として 円
申込方法 月 日 までに、 らんどに連絡してく

ださい。電話・ ・ なんでも可。

第 回 サポートファイル書き方勉強会開催します
サポートファイルって何？ 持っているけど、書

いてない‥ 一人で書くのは難しい‥ という方、一
緒にサポートファイルを書いてみませんか。役場福祉課
や らんどの職員と一緒に、ご自分やご家族のサポー
トファイルを作っていきましょう。
日 時 月 日
場 所 旧ふれあい農園

（中電ふれあいホール大崎近く）

相 談 先
大崎上島町生活サポートセンター
らんど （担当 西田・末田）

＠
電話は転送する場合があります。そのままお待ちくだ
さい。
相談方法 電話相談・来所相談・訪問相談
相談時間 月 金曜日

相談は無料で、秘密は固く守られます。

薬の保管場所については、

直射日光・高温・多湿 をさける。
が原則です。

薬は、直射日光のような強い光を受けたり、高温状態
では変質しやすくなります。また、湿気が多い場所では、
カビが生えたり、水分により変質することもあります。
変質すると薬の効果が弱まったり、有害な物質に変化
する可能性もあります。ですから、保管場所としては、
温度変化の少ない冷暗所がベスト！ということになりま
す。
ただし、冷蔵庫は湿気を帯びる場合がありますので、
特別に指示がない限り冷蔵庫に保管する事は避けてくだ
さい。

次に、薬の使用期限についてですが、前述のように薬
は、光や熱、水分などで成分が変化してしまうことがあ
りますので、使用期限を超えて保管することはできませ
ん。
薬局などで購入できる一般用医薬品には、外箱に使用
期限が書いてありますが、これは未開封のときの期限で
す。
開封した場合は、風邪薬などは シーズン、ビタミン

剤や塗り薬などは ヶ月 年程度、目薬は ヶ月程度
が使用期限の目安になります。
また、病院で医師が処方する薬の場合、使用する期限
は原則的に薬の袋に書いてある期間と考えてください。
例えば、 日 回の薬が 日分処方された場合、原則的
に 日目が使用期限になります。それを数日越すぐらい
でしたら特に問題ありませんが、数ヶ月以上取っておく
ことはやめましょう。
成分変化した薬は、害になることもありますので、使
用期限を守ってください。

なお、初めから薬を余らせないようにする意識も重要
です！
必要以上に購入したり、飲み忘れて余ってしまうこと
のないようにしましょう。余ったからといって、古くなっ
た薬をいつまでも取っておくことは絶対に止めましょう。

薬の保管について
県立安芸津病院 薬剤科 荒谷 恭子

前回の料理教室の様子



暮らしの相談所開設します。

ひとりでかかえ込まず、
まず、専門家等に相談してみませんか。

エネルギー 、たん白質 、脂質 、塩分

相談は、各会場とも、 です。
原則 日前までに電話・窓口での相談予約の連絡をお
願いします。

─次のような相談に、各専門家等が対応します。─

・最近、イライラしたり、感情が不安定。
よく眠れない。
・酒量が増え、仕事を休みがちで困っている。
・子ども（家族）が、交際が減り、引きこもり
がちになった。
・失業して、仕事が見つからず、困っている。
・生活保護や福祉について相談したい。
・多重債務や税金の滞納が続いている。
・ 人暮らしの為、認知症になった時が不安。

等々。

健康・就労・経済・家庭・生活相談等々の相談に専門
員が対応します。お尋ねください。

問保健衛生課 保健指導係（木江支所内）問

材 料 分量（ 人分）

塩 小さじ

ニラ 束

赤味噌 小さじ

小麦粉 小さじ
パン粉 大さじ
水菜 本

かぼちゃ

片栗粉 大さじ

砂糖 小さじ 強

溶き卵 個
揚げ油 適量
プチトマト 個

塩 小さじ

初秋は夏の疲れと季節の変わり目で体調が崩れやすい
時期。そんな時に豚肉とニラを組み合わせ、夏バテ解消
を図りました。豚肉にはたん白質はもちろんのこと、ビ
タミン が豊富です。ビタミン は、ご飯やパン、
麺類などの糖質を完全燃焼させてエネルギーを算出し疲
労物質を残さない 燃焼系ビタミン です。ニラには
カロテンが豊富で、臭いや辛味の成分のアリシンが含ま
れています。アリシ
ンはビタミン の
吸収を助ける働きが
あり、その つを組
み合わせることで体
内への吸収アップが
図れます。

作り方

を先に合わせておく。ニラは くらいの長さに
切り、片栗粉をまぶして、 に加えて混ぜる。
豚肉を広げ、塩をふり、 枚を下にして をのせて
もう 枚をかぶせる。
に小麦粉、溶き卵、パン粉を順につけ、油で揚げ
る。
かぼちゃは 切りにし、電子レンジで柔らかくした
後、フライパンで焼き目がつく程度焼き、塩をパラ
パラ振る。（蒸してもゆでても良い）
の豚カツを食べやすい大きさに切り、お皿にのせ、
くらいの長さに切った水菜、プチトマト、かぼ

ちゃを添える。

夏バテ解消

ニラ味噌豚カツニラ味噌豚カツ

豚もも肉うす切り（ 人 枚） （ 枚）

日 程 会 場

月 日 木江支所 階

月 日 東野保健福祉センター

月 日 大崎上島総合開発センター

相 談 員 ・役場職員（税務課・福祉課）
・司法書士
・社会福祉士
・保健師・精神保健福祉士
・ハローワーク竹原職員
・消費生活相談員

日 程 会 場



ち
ょ
っ
と
増
や
せ
る

付
加
年
金

を
ご
存
じ
で
す
か

年
金
額
を
も
っ
と
引
上
げ
た
い
と
お
考
え

の
方
に
は
、
付
加
年
金

と
い
う
制
度
が

あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
の
第

号
被
保
険
者
、

任
意
加
入
被
保
険
者
の
方
が
定
額
保
険
料
に

月
額

円
を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

付
加
保
険
料
と
付
加
年
金
の
額

付
加
年
金
の
額
は
、

円

付
加
保

険
料
を
納
め
た
月
数

の
式
で
計
算
さ
れ
ま

す
。例

え
ば
、
付
加
保
険
料
を

年
間
（

カ

月
）
納
め
た
と
き
の
総
付
加
保
険
料
額
の

円
（

円

カ
月
）
に

対
し
、

歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
と
い
っ

し
ょ
に
支
給
さ
れ
る
付
加
年
金
の
額
は
年
額

円
（

円

カ
月
）

と
な
り
ま
す
。
付
加
年
金
を

年
間
受
給
す

る
と
、
納
付
し
た
付
加
保
険
料
総
額
と
同
額

に
な
り
ま
す
（
上
記
の
付
加
年
金
額
は
、

歳
か
ら
受
給
し
た
場
合
の
金
額
で
す
）。
つ

ま
り
、

年
間
で
元
金
が
か
え
っ
て
く
る
わ

け
で
す
。
こ
れ
は
、
付
加
保
険
料
を

年
納

め
た
方
、

年
納
め
た
方
に
つ
い
て
も
同
じ

こ
と
が
言
え
ま
す
。

公
的
年
金
を
損
得
勘
定
で
考
え
る
の
に
は

一
部
の
ご
批
判
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
え
て
言

え
ば
、
こ
の
厳
し
い

超
低
金
利
時
代

に

あ
っ
て
は
、
朗
報
と
言
え
る
制
度
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
あ
わ
せ

て
受
給
で
き
る
終
身
年
金
で
す
。
た
だ
し
、

物
価
の
上
下
に
対
応
し
た

物
価
ス
ラ
イ
ド

制
度
（
増
額
や
減
額
）
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
付
加
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金
と

い
っ
し
ょ
に
支
給
さ
れ
る
た
め
、
繰
上
げ
支

給
ま
た
は
繰
下
げ
支
給
を
し
た
と
き
に
は
、

本
体
の
老
齢
基
礎
年
金
と
同
じ
割
合
で
減
額

ま
た
は
増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
方
は
、次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
方
は
、
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

（
任
意
加
入
被
保
険
を
含
む
）
の

方
に
限
ら
れ
ま
す
。

半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免
除
を
含

め
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る

方
は
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
は
、

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
し
込
ん
だ
月

分
か
ら
と
な
り
ま
す
。
納
付
期
限
は
翌
月
末

日
（
休
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
で
す
。

な
お
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
納
め
ら
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
口
座
振
替
や
割
安
に
な
る

前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

納
付
を
や
め
て
も
掛
け
捨
て
に
な
り
ま
せ
ん
。

付
加
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
方
は
、
い

つ
で
も
任
意
の
と
き
に
申
し
出
て
、
そ
の
納

付
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
場

合
で
も
掛
け
捨
て
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

（
任
意
加
入
被
保
険
を
含
む
）
の

方
に
限
ら
れ
ま
す
。

半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免
除
を
含

め
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る

方
は
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
は
、

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

付
加
保
険
料
の
手
続
き
は
、
役
場
の
国
民

年
金
窓
口
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
【
三
原
年
金
事
務
所
】（

）

大
崎
上
島
町
役
場

住
民
課

大
崎
支
所

木
江
支
所

高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
強
化
週
間

法
務
局
・
地
方
法
務
局
及
び
都
道
府
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
虐
待
や
差
別
な

ど
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
め
ぐ
る
様
々
な

人
権
問
題
を
積
極
的
に
把
握
し
、
問
題
解
決

の
援
助
を
す
る
た
め
に
人
権
相
談
所
を
常
時

開
設
し
て
い
ま
す
。

月

日

か
ら

月

日

ま
で
を
、

全
国
一
斉

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん

し
ん
相
談

強
化
週
間
と
し
、
同
週
間
中
は
、

広
島
法
務
局
及
び
広
島
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
に
お
い
て
も
、
相
談
時
間
を
延
長
し
て

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
時
間

月

日

ら

月

日

午
前

時

分
か
ら
午
後

時
ま
で

月

日

及
び

月

日

午
前

時
か
ら
午
後

時
ま
で

全
国
共
通
人
権
ダ
イ
ヤ
ル

相
談
時
間

月

日

ら

月

日

午
前

時

分
か
ら
午
後

時
ま
で

月

日

及
び

月

日

午
前

時
か
ら
午
後

時
ま
で

問

登
記
相
談
所
・

人
権
相
談
所
開
設
し
ま
す

法
務
局
員
が
相
続
や
贈
与
な
ど
の
登
記
手

続
き
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
人
権
擁
護
委
員
が
悩
み
事

等
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
料
は
無

料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日

時

月

日

場

所

木
江
支
所
二
階
会
議
室

相
談
担
当
者

登
記
相
談

東
広
島
法
務
局
員

人
権
相
談

大
崎
上
島
町
人
権
擁
護
委
員

問
広
島
法
務
局
東
広
島
支
局

大
崎
上
島
町
役
場

住
民
課

中
国
電
力
よ
り
テ
レ
ビ
共
聴
設
備

撤
去
し
ま
す

地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
の
終
了
に
伴

い
、
大
崎
地
区
に
中
国
電
力
が
設
置
し
て
お

り
ま
し
た
テ
レ
ビ
共
聴
設
備
の
撤
去
工
事
を

実
施
し
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
象
地

区
へ
回
覧
物
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

工
事
期
間

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日

場

所

大
崎
地
区
の
一
部

施
工
会
社

中
国
計
器
工
業
株
式
会
社

問
中
国
電
力

大
崎
発
電
所

総
務
課

問問



月

日

か
ら

週
間
は

自
殺
予
防
週
間

で
す

自
殺
対
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
自
殺

に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
自
殺
を
考
え
て
い
る
人

の
心
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
自
殺
予
防
に
つ

な
げ
る
国
民
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
大

切
で
す
。

こ
の
た
め
、
政
府
は
毎
年
、
世
界
自
殺
予

防
デ
ー
に
あ
た
る

月

日
か
ら
の

週
間

を

自
殺
予
防
週
間

と
し
て
、
集
中
的
な

啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

自
殺
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
い
の

ち
の
電
話

で
は
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
相
談

を
毎
月

日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話

毎
月

日

時

翌
朝

時
ま
で

ポ
リ
オ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

日

時

月

日

・

日

受
付
時
間

時

分

時

分

場

所

東
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
対
象
者
】

回
目

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日
生
ま
れ
の
子

回
目

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日
生
ま
れ
の
子

及
び

日
以
内
の
未
接
種
の
子

対
象
者
の
方
に
は
個
別
に
案
内
し
て
お
り

ま
す
が
、
案
内
が
届
い
て
な
い
場
合
は
、
保

健
衛
生
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
母
子
健
康
手
帳
と
、
予
診
表

を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
保
健
衛
生
課

【
対
象
者
】

回
目

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日
生
ま
れ
の
子

回
目

平
成

年

月

日

平
成

年

月

日
生
ま
れ
の
子

及
び

日
以
内
の
未
接
種
の
子

問

犬
・
ね
こ
の
引
取
り
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

平
成

年

月

日
か
ら
、
犬
・
ね
こ
の

引
取
り
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。
飼
い
犬
・

飼
い
ね
こ
の
引
取
り
が
有
料
化
さ
れ
、
ま
た
、

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
引
取
り
の
場

所
・
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ
の
引
取
り
に
つ
い
て

・
生
後

日
以
上
の
犬
、
ね
こ

頭

（
匹
）
に
つ
き

円

・
生
後

日
未
満
の
犬
、
ね
こ

頭

（
匹
）
に
つ
き

円

野
良
犬
、
野
良
猫
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
ど
お
り
無
料
で
引
き
取
り
ま
す
。

引
取
り
場
所
・
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

・
毎
月
第

火
曜
日

役
場
大
崎
支
所

時

分

時

分

か
所
の
み
と
な
り
ま
し
た

猫
の
飼
育
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

最
近
、

家

の
前
で
フ
ン
を

さ
れ
る
、
エ

サ
を
あ
げ
る
人

が
い
て
困
っ
て

い
る

と
い
う

苦
情
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま

す
。か

わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
言
っ
て
エ
サ
を
与

え
る
と
、
そ
こ
に
野
良
猫
が
集
ま
る
原
因
に

な
り
、
近
隣
の
方
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
食
べ
残
し
や
フ
ン
の
始
末
を
き

ち
ん
と
し
て
、
エ
サ
を
与
え
る
場
所
を
考
え

る
な
ど
、
近
隣
の
方
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い

方
法
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
飼
い
猫

に
は
首
輪
を
つ
け
る
な
ど
し
て
、
飼
い
猫
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
保
健
衛
生
課

問

思いやり駐車場を整備しました

月 日から導入された 広島県思いや
り駐車場利用証交付制度 について、次の
施設の駐車場を対象に設けています。

対象駐車場には看板を設置しています。

制度対象者

問広島県地域福祉課
役場福祉課
問

施 設 名
役場本庁 役場大崎支所
役場木江支所 木江会館
大崎老人福祉センター
木江保健福祉センター
東野保健福祉センター
大崎上島文化センター
大崎上島開発総合センター
大崎上島中学校 大崎小学校
木江小学校 東野小学校
大西港 垂水港
白水港 鮴崎港

施 設 名
役場本庁 役場大崎支所
役場木江支所 木江会館
大崎老人福祉センター
木江保健福祉センター
東野保健福祉センター
大崎上島文化センター
大崎上島開発総合センター
大崎上島中学校 大崎小学校
木江小学校 東野小学校
大西港 垂水港
白水港 鮴崎港

身体障害者
障害区分により対象等級が異
なります。 詳しくは、お問
い合わせください。

知的障害者 障害の程度が 以上

精神障害者 障害等級 級

難 病 患 者 特定疾患医療受給者
小児慢性特定疾患医療受給者

高 齢 者 要介護 以上

妊 産 婦
妊娠 か月 産後 年 か月
（産後は、 歳 か月までの
乳幼児同伴のみ）

け が 人 等

けが等で補そう具の使用を必
要とする人等
発達障害等で、歩行の際に介
助者の特別な注意が必要な人

身体障害者
障害区分により対象等級が異
なります。 詳しくは、お問
い合わせください。

知的障害者 障害の程度が 以上

精神障害者 障害等級 級

難 病 患 者 特定疾患医療受給者
小児慢性特定疾患医療受給者

高 齢 者 要介護 以上

妊 産 婦
妊娠 か月 産後 年 か月
（産後は、 歳 か月までの
乳幼児同伴のみ）

け が 人 等

けが等で補そう具の使用を必
要とする人等
発達障害等で、歩行の際に介
助者の特別な注意が必要な人

月 日 月 日

は結核予防週間です

体がだるい？
咳が治まらない？

それって結核かも…
風邪と結核は症状が似ています。
週間以上咳や痰が続く場合はお医者さ

んに診てもらいましょう。



親
か
ら
子

子
か
ら
孫
へ

歌
い
つ
ご
う
日
本
の
歌
百
選

文
化
庁
・
日
本

全
国
協
議
会
選
定

の

日
本
の
歌
百
選

の
中
か
ら

思
い
出

の
曲

大
好
き
な
曲

を
地
元
グ
ル
ー
プ

が
生
バ
ン
ド
を
バ
ッ
ク
に
歌
い
ま
す
。
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
で
楽
し
く
心

を
こ
め
て
歌
い
ま
す
。

日

時

月

日

時
開
場

場

所

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

神
峰

入
場
料

無
料

超
絶
熱
打

太
鼓
コ
ン
サ
ー
ト

ヒ
ダ
ノ
修
一

太
鼓
マ
ス
タ
ー
ズ

世
紀
の
太
鼓
シ
ー
ン
を
リ
ー
ド
す
る
世

界
的
太
鼓
奏
者
ヒ
ダ
ノ
修
一
が
目
指
す
新
た

な
世
界
を
実
現
す
べ
く
結
成
さ
れ
た
和
太
鼓

集
団
、
太
鼓
マ
ス
タ
ー
ズ
。
高
い
音
楽
性
と

高
度
な
技
術
に
よ
り
前
人
未
到
の

太
鼓
音

楽

を
作
り
続
け
る
唯
一
無
比
の
プ
ロ
集
団

で
す
。
メ
ン
バ
ー
全
員
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

統
率
力
を
発
揮
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が

誰
よ

り
も
目
立
つ
！

を
モ
ッ
ト
ー
に
強
く
、
楽

し
く
、
美
し
く
…
圧
倒
的
な
サ
ウ
ン
ド
で
、

五
感
の
す
べ
て
を
刺
激
し
ま
す
。

日

時

月

日

時
開
場

場

所

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

神
峰

入
場
料

円
（
全
席
自
由
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売
中

友
好
市
南
砺
市
訪
問
交
流
と

世
界
遺
産
の
旅

大
崎
上
島
交
流
推
進
事
業
実
行
委
員
会
で

は
、
友
好
都
市
で
あ
る
富
山
県
南
砺
（
な
ん

と
）
市
と
の
交
流
と
、
五
箇
山
合
掌
集
落
見

学
、
高
山
市
（
岐
阜
県
）
観
光
の
旅
の
募
集

を
し
ま
す
。

日

程

平
成

年

月

日

日

コ
ー
ス

日
目
…
南
砺
市
内
視
察
交
流
（
道
の

駅
井
波
、城
端
曳
山
会
館
等
）、

南
砺
市
内
泊

日
目
…
南
砺
市
・
高
山
市
観
光
（
世

界
遺
産
五
箇
山
合
掌
集
落
・

ま
つ
り
の
森
等
）、
高
山
市

内
泊

日
目
…
高
山
市
内
散
策
（
高
山
朝
市
、

古
い
町
並
み
等
）

募
集
人
数

名

参
加
費
用

円

参
加
条
件

交
流
の
趣
旨
を
理
解
し
、
今
後
の
交

流
事
業
へ
の
協
力
、
生
活
文
化
の
向

上
に
役
立
て
る
意
欲
の
あ
る
方

町
民
（

歳
以
上
）
の
方
で
、
健
康

に
自
信
の
あ
る
方

こ
れ
ま
で
一
度
も
訪
問
交
流
に
参
加

し
て
い
な
い
方

同
一
世
帯
で

名
ま
で
参
加
可
能

交
流
の
趣
旨
を
理
解
し
、
今
後
の
交

流
事
業
へ
の
協
力
、
生
活
文
化
の
向

上
に
役
立
て
る
意
欲
の
あ
る
方

町
民
（

歳
以
上
）
の
方
で
、
健
康

に
自
信
の
あ
る
方

こ
れ
ま
で
一
度
も
訪
問
交
流
に
参
加

し
て
い
な
い
方

同
一
世
帯
で

名
ま
で
参
加
可
能

日
目
…
南
砺
市
内
視
察
交
流
（
道
の

駅
井
波
、城
端
曳
山
会
館
等
）、

南
砺
市
内
泊

日
目
…
南
砺
市
・
高
山
市
観
光
（
世

界
遺
産
五
箇
山
合
掌
集
落
・

ま
つ
り
の
森
等
）、
高
山
市

内
泊

日
目
…
高
山
市
内
散
策
（
高
山
朝
市
、

古
い
町
並
み
等
）

募
集
期
間

月

日

ま
で

申
込
方
法

商
工
観
光
課
（
本
庁
）
ま
た
は

各
支
所
地
域
振
興
課
に
あ
る
所

定
の
申
込
書
に
記
入
し
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
参
加
申
込

者
が

名
以
下
の
場
合
は
中
止

し
ま
す
。

修
学
旅
行
生
の

民
泊
受
入
家
庭
を
募
集

交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
町
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
都
会
の
子
ど
も
た
ち
が
田
舎
暮
ら

し
を
体
験
、
地
域
の
人
と
交
流
す
る
体
験
型

修
学
旅
行
の
受
け
入
れ
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

修
学
旅
行
生
（
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校

生
）
が
一
般
家
庭
に

名
前
後
宿
泊
し
、
子

ど
も
た
ち
と
地
域
に
暮
ら
す
人
た
ち
が
ふ
れ

あ
い
の
中
で
大
崎
上
島
の
家
庭
の
日
常
生
活

を
体
験
し
、
ま
た
、
大
崎
上
島
の
農
林
水
産

業
・
商
工
業
な
ど
の
家
業
の
体
験
も
し
ま
す
。

募
集
要
件

受
入
れ
の
た
め
の
研
修
に
参

加
。

受
入
家
庭
に
は
相
応
の
体
験

料
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

申
込
書

本
庁
商
工
観
光
課
、
各
支
所

地
域
振
興
課
並
び
に
大
崎
上

島
町
商
工
会
本
所
に
あ
り
ま

す
。

申
込
期
限

月

日

ま
で

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
よ
り
お
知
ら
せ

問

大
崎
上
島
文
化
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
よ
り
お
知
ら
せ

問問

商
工
観
光
課
よ
り
お
知
ら
せ

問

商
工
観
光
課
よ
り
お
知
ら
せ

問問



大
崎
上
島
町
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

長
年
に
わ
た
り
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
皆
様
の
長
寿
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
感

謝
の
意
を
込
め
て
、
平
成

年
度
大
崎
上

島
町
敬
老
会

を
次
の
日
程
で
開
催
い
た
し

ま
す
。

日

時

月

日

時

分

場

所

大
崎
地
区

大
崎
小
学
校
体
育
館

木
江
地
区

木
江
小
学
校
体
育
館

東
野
地
区

東
野
屋
内
運
動
場

対
象
者
は
町
内
に
在
住
す
る

歳
以
上
の

方（
昭
和

年

月

日
以
前
生
ま
れ
の
方
）

で
す
。
敬
老
者
の
方
に
は
バ
ス
等
に
よ
る
送

迎
が
あ
り
ま
す
。

問
福
祉
課（
木
江
支
所
）

問

地
籍
調
査
を
行
い
ま
す

町
で
は
、
国
土
調
査
法
に
基
づ
い
て
地
籍

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
籍
調
査
と
は
、
一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ

い
て
そ
の
所
有
者
、
地
番
、
地
目
な
ど
の
調

査
並
び
に
境
界
及
び
地
積
に
関
す
る
測
量
を

行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
地
図
（
地
籍
図
）

及
び
簿
冊
（
地
籍
簿
）
を
作
成
す
る
も
の
で
す
。

【
地
籍
調
査
の
必
要
性
】

現
在
法
務
局
に
あ
る
公
図
は
、
明
治
時
代

の
図
面
を
も
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

境
界
や
土
地
の
面
積
は
、
実
際
の
形
状
や
大

き
さ
、
地
目
と
合
致
し
な
い
場
合
が
見
ら
れ
、

公
図
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
て
い

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
境
界
や
土
地
の
面
積
な

ど
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
地
籍
調
査
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
地
籍
調
査
の
メ
リ
ッ
ト
】

公
共
事
業
の
円
滑

化
、
災
害
の
復
旧
、

土
地
取
引
の
円
滑
化
、

土
地
に
か
か
る
ト
ラ

ブ
ル
の
未
然
防
止
、

課
税
の
適
正
化
な
ど

【
今
年
度
の
調
査
区
域
】

月
よ
り
、
東
野
地
区
（
東
鳶
迫
、
厚
根
、

谷
条
、
才
智
条
、
庄
屋
垣
内
、
鍋
迫
、
上
市
、

曽
根
、
東
浜
掛
ノ
下
、
新
地
、
磯
田
、
大
室

側
、
龍
王
条
、
里
田
、
高
田
側
）
の
一
筆
地

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
に
は
、
皆
さ
ん

の
立
会
が
必
要
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

土
地
所
有
者
等
関
係
者
の
皆
さ
ん
へ
は
、

書
面
で
ご
案
内
し
ま
す
。

問
農
林
水
産
課
地
籍
調
査
係
（
大
崎
支
所
）

農
業
技
術
大
学
の学

生
募
集
し
ま
す

広
島
県
立
農
業
技
術
大
学
校
で
は
、
将
来

農
業
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
人
お
よ
び
農

業
・
農
村
の
担
い
手
を
目
指
す
人
を
対
象
に
、

基
本
技
術
や
先
端
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し

た
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

問

学
科
と
定
員

本
科

名
程
度

園
芸
課
程
（
野
菜
・
花
き
コ
ー
ス
、
落
葉

果
樹
コ
ー
ス
）

畜
産
課
程
（
肉
用
牛
コ
ー
ス
）

入
学
資
格

高
卒
ま
た
は
、
同
等
以
上
の
学
力
の
有
る

者
で
す
。
詳
し
く
は
広
島
県
立
農
業
技
術
大

学
校
総
務
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

広
島
県
庄
原
市
堤
松
町

願書受付期間 試験月日

推 薦 入 試
平成 年

月 日 月 日

平成 年

月 日

一 般 入 試

（前 期）

平成 年

月 日 月 日

平成 年

月 日

社会人特別入試

（前 期）

平成 年

月 日 月 日

平成 年

月 日

願書受付期間 試験月日

推 薦 入 試

一 般 入 試

（前 期）

社会人特別入試

（前 期）

ふれあいの館からのお知らせ

ふれあいの館では、 月 日の 敬老の日
にちなみ、 月 日 から 月 日 まで、
歳以上の方の入浴料を無料とします。大広間や
通信カラオケなども利用でき、お得な回数券も
販売しています。利用料金は、次のとおりです。
ご利用をお待ちしています。
（注）月曜日は休館日です。

問大崎地域振興課（大崎支所）問

利用区分 料 金

一般休憩
（入浴料込）

大 人 円
小学生 円
回数券（ 回） 円
回数券（ 回） 円
回数券（ 回） 円

大広間（ 畳）
時間まで 円
時間を超え
時間ごと 円

広 間（ 畳）
時間まで 円
時間を超え

時間ごと 円

カラオケ器機 曲 円

利用区分 料 金

一般休憩
（入浴料込）

大 人 円
小学生 円
回数券（ 回） 円
回数券（ 回） 円
回数券（ 回） 円

大広間（ 畳）
時間まで 円
時間を超え
時間ごと 円

広 間（ 畳）
時間まで 円
時間を超え

時間ごと 円

カラオケ器機 曲 円



国
税
に
関
す
る
申
告
納
付
等
の

期
限
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

岩
手
県
、
宮
城
県
及
び
福
島
県
の
納
税
者

の
う
ち
、
下
記
の
地
域
の
方
の
、
平
成

年

月

日
か
ら

月

日
ま
で
に
期
限
が
到

来
す
る
全
て
の
国
税
の
申
告
・
納
付
等
の
期

限
は
、平

成

年

月

日

と
な
り
ま
す
。

申
告
・
納
付
等
の
義
務
が
あ
る
個
人
や
法

人
の
方
で
、
ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い

方
は
期
限
内
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た

月

日
ま
で
に
申
告
所
得
税
や
個

人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係

る
平
成

年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た

方
で
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
の
振
替
納
付

日
は
平
成

年

月

日

と
な
り
ま
す
。

な
お
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
災
害
等
に
よ

り
、

月

日
ま
で
に
申
告
・
納
付
等
の
手

続
き
が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
期

限
の
延
長
が
認
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
税
務
署

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
告
・
納
付
等
の
義
務
が
な
い
方

で
あ
っ
て
も
、
震
災
特
例
法
に
よ
り
、
住
宅

や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た
個
人
の
納
税

者
の
方
は
、
確
定
申
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
や
、
自
動
車
重
量
税
の
還
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場

合
は
、
平
成

年

月

日
以
降
に
も
手
続

き
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成

年

月

日

そ
の
他
の
震
災
特
例
法
の
内
容
や
震
災
に

伴
う
税
務
上
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

最
寄
り
の
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福島県 宮城県 岩手県

福島市、会津若松市、郡山市、いわき市、
白河市、須賀川市、喜多方市、相馬市、
二本松市、伊達市、本宮市、桑折町、国
見町、大玉村、鏡石町、天栄村、下郷町、
桧枝岐村、只見町、南会津町、北塩原村、
西会津町、磐梯町、猪苗代町、会津坂下町、
湯川村、柳津町、三島町、金山町、昭和村、
会津美里町、西郷村、泉崎村、中島村、
矢吹町、棚倉町、矢祭町、塙町、鮫川村、
石川町、玉川村、平田村、浅川町、古殿町、
三春町、小野町、新地町

仙台市、塩釜市、白石市、
名取市、角田市、岩沼市、
登米市、栗原市、大崎市、
蔵王市、七ヶ宿市、大河原町、
村田町、柴田町、川崎町、
丸森町、亘理町、山元町、
松島町、七ヶ浜町、利府町、
大和町、大郷町、富谷町、
大衡村、色麻町、加美町、
涌谷町、美里町

盛岡市、花巻市、北上市、
久慈市、遠野市、一関市、
二戸市、八幡平市、奥州市、
雫石市、葛巻町、岩手町、
滝沢村、紫波町、矢巾町、
西和賀町、金ヶ崎町、平泉町、
藤沢町、岩泉町、田野畑村、
普代村、軽米町、野田村、
九戸村、洋野町、一戸町

国税庁ホームページ

福島県 宮城県 岩手県

国税庁ホームページ

定
住
促
進

大
串
団
地

第

期
の
分
譲
を
開
始
し
ま
す

昨
年
の
第

期
分
譲
に
続
い
て
、
第

期

区
画
の
分
譲
を
開
始
し
ま
す
。

募
集
す
る
分
譲
地
及
び
区
画
数

住
所

大
崎
上
島
町
大
串

物
件

一
般
宅
地
（
都
市
計
画
区
域
外
）

第

期
分
譲

区
画

・

・

第

期
分
譲

区
画

・

・

価
格

円

（

坪

円
）

環
境上

下
水
道

各
区
画
地
内
引
き
込
み
済

（
加
入
に
は
負
担
金
が
必
要
で
す
）

ご
希
望
に
よ
り
菜
園
地
を
無
償
貸
与
し

ま
す
（

程
度
）

応
募
要
件

自
ら
の
住
居
を
建
設
す
る
た
め
に
宅
地
を

必
要
と
す
る
方

契
約
後

年
以
内
に
住
宅
を
建
設
、
居
住

で
き
る
方

地
域
行
事
等
へ
の
積
極
的
な
参
加
に
努
め

る
こ
と

等

申
し
込
み

月

日

か
ら
企
画
課
（
本
庁
）
で
受

け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
書
類
は
、
月

日
以
降
企
画

課
及
び
各
支
所
地
域
振
興
課
で
配
布
し
ま
す
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。（

月
中
旬
以
降
）

詳
し
く
は
、
次
回
の
世
帯
配
布
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
企
画
課

（
土
・
日
・
祝
休
日
を
除
く
）

問



年 月 日 年 月 日

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予防接種

日
親から子へ 子から孫へ 歌いつごう 日本の歌百選
大崎上島文化センターホール 神峰 開場

麻しん風しん
・ ・ ・ 期
月 日

月 日

火 上島コスモス 木江保健福祉センター

水 健康相談 大崎上島開発総合センター （受付）

木
超絶熱打 太鼓コンサート ヒダノ修一 太鼓マスターズ
大崎上島文化センターホール 神峰 開場

日
古社八幡神社 秋期大祭

大崎上島町敬老会

火 育児相談 木江保健福祉センター （受付）

水 断酒会 東野保健福祉センター

木 暮らしの相談会 木江支所

土

御串山八幡神社 秋祭り

絵本読みかたり 情報プラザ・エル

中野八幡神社 秋季大祭

水 乳幼児相談 木江保健福祉センター （受付）

木 乳幼児相談・思春期ふれあい体験 大崎上島開発総合センター （受付）

日 恵美須神社祭

火 ポリオ 東野保健福祉センター （受付）

水 育児相談 東野保健福祉センター （受付）

金 ポリオ 東野保健福祉センター （受付）

日 町民体育大会

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予防接種

麻しん風しん
・ ・ ・ 期
月 日

月 日

竹
原
市
休
日
当
番
医

竹
原
市
休
日
当
番
医

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

月の診療日

日 ・ 日
受付時間
診療開始

休
日
当
番
医

休
日
当
番
医

内科 日曜・祝日

竹原市休日診療所

外科 日曜・祝日
・ ・ ・

馬場病院
・ ・ ・ ・

安田病院

（注）事前にお電話を

月の納税 納期限は 月 日

国 民 健 康 保 険 税（第 期）
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料（第 期）
介 護 保 険 料（第 期）

期間内の納付に ご協力を
（口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いします。）
納期限までに納付確認できない場合は、督促状を発送
します。問税務課（本庁）問

月の納税 納期限は 月 日

問

【竹原税務署からのお知らせ】
竹原税務署では、相続、贈与・譲渡所得に関する
相談を実施しています。
月の相談日は、 月 日 です。相談には予約

が必要です。事前に電話でご予約ください。
予約申込・問い合わせ先
竹原税務署
相談予約は、音声ガイダンスに従い、
を押してください。

ときや内科

射場医院

円山医院

田村医院

寺元医院



編
集
後
記

秋
に
な
る
と
毎
年
の
よ
う
に
心

配
に
な
る
の
が
、
台
風
で
す
。

近
年
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
で

海
水
温
が
高
く
、
日
本
近
海
ま
で

台
風
が
発
達
し
な
が
ら
近
づ
い
て

く
る
の
で
、
被
害
も
大
き
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

台
風
を
避
け
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
が
、
災
害
は
努
力
す
る
こ
と

で
小
さ
く
出
来
ま
す
。

家
の
周
り
の
溝
に
落
ち
葉
が
溜

ま
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
ら
、
掃

除
し
て
排
水
を
良
く
す
る
事
も
、

防
災
の
手
始
め
で
す
。発行日 年 月 日

発行・編集 大崎上島町企画課
広島県豊田郡大崎上島町東野

アドレス

集
ま
れ

わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん

月
に

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
お
子
さ
ん
の
写

真
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
宛
先
は
、
企
画
課
ま
た
は
、
各
支
所
地
域
振
興
課
。

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月
日
・
住
所
（
地
区
名
）
・
保
護
者
名
・
電
話

番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
は
、

月

日

。

＠

企
画
課

森岡
もりおか

悠
ゆう

生
い

ちゃん（大西区）森岡
もりおか

悠
ゆう

生
い

ちゃん（大西区） 川本
かわもと

光
こう

真
ま

ちゃん（垂水区）川本
かわもと

光
こう

真
ま

ちゃん（垂水区）

神
峰
俳
句
ク
ラ
ブ

青
春
の
歌
声
ひ
び
く
バ
ン
ガ
ロ
ー

梅
澤

惠
子

ワ
イ
キ
キ
の
浜
風
恋
し
熱
帯
夜

川

雅
子

国
宝
の
五
山
の
鐘
や
蝉せ

み

の
殻か

ら

岡
本

花
江

南
風
俳
句
会

島
々
を
墨
絵
と
化
し
て
朝
曇

横
本
三
四
郎

夏
草
や
念
仏
の
洞ほ

ら

紛ま
ぎ

れ
な
き

植
田
と
も
子

盆
踊
り
見
や
う
見
ま
ね
の
足
さ
ば
き

中
崎

裕
子

木
江
神
潮
俳
句
会

廃
校
の
庭
に
無
数
の
蝉
の
穴

小
川

知
女

人
の
来
ぬ
庭
の
鶏
頭

け
い
と
う

色
深
し

柳
本

昭
子

濁だ
く

生せ

ま
た
よ
か
り
し
雨
の
手て

鞠ま
り

花

小
池

華
子

み
ゆ
き
俳
句
ク
ラ
ブ

古
簾

ふ
る
す
だ
れ

捲め
く

っ
て
友
の
笑
顔
か
な

高
橋
の
り
子

一
人
居
に
庭
の
紫
陽
花

あ
じ
さ
い

色
う
す
れ

宮
城

靖
子

染そ
め

浴
衣

ゆ
か
た

少
女
に
は
か
に
大
人
び
る

藤
解

静
風

大
崎
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

カ
ー
テ
ン
を
開
け
れ
ば
初
夏
の
日
が
昇
る

松
浦

春
枝

万
緑

ば
ん
り
ょ
く

や
瀬
戸
を
挟
ん
で
伊
予
と
安
芸

神
本

文
江

初
孫
を
抱
い
て
見
上
ぐ
る
大
花
火

上
利

雅
子

大
崎
美
浜
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

雷
か
み
な
り

の
山
を
揺
る
が
す
豪
雨
か
な

小
片
タ
ズ
子

万
緑

ば
ん
り
ょ
く

の
島
よ
り
望
む
瀬
戸
の
海

吉
田

好
子

短
冊
に
思
ひ
を
込
め
て
星
祭

賀
志
谷
光
也

東
野
公
民
館
俳
句
会

土つ
ち

塊く
れ

を
抱
く
空
蝉

う
つ
せ
み

鍬く
わ

の
先

藤
原
千
紗
子

蜩
ひ
ぐ
ら
し

や
満
ち
た
り
し
日
の
夕
餉
ど
き

松
岡

時
子

玉
砂
利
を
流
る
る
水
や
糸
と
ん
ぼ

山
本

輝
明

平平成成

防災情報メール配信サービ
スの コードです。


